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北前船こども調査団　2017年10月発行

ぼくたち、わたしたちができること

もし、北前船がなかったら？

今、わたしたちが食べているものも、楽しみにしているお祭りも、なかったかもしれません。

北前船があったから、今こうしてつながることができたわたしたち。

北前船が残してくれた宝物を、わたしたちはどうしたらいいのでしょう。

今回のきちょうな体験を教えたい、伝えたい。そんな思いをこめて、ここに共同宣言します。

「大人になったらまたこのサミットに参加して、北前船を知らない子にたくさん教えてあげたい」

「家に帰ったら勉強したことを教えたい」

「日本人だけでなく外国の人にも北前船のことを伝えたい」

「家に帰ったらまっさきに自由研究にとりかかってこのことを書きたい」

「北前船の本を出版する！」

……いろいろな思いをこめてひとりひとり船絵馬に言葉をつづりました。

6道県のこども調査団代表が成果を発表！

　かつて、北前船がめざしたのは北海道でした。ということで、北前船こども調査団も最後は北海道に集合！ 各地区の代表34名が小樽市総合博物館と小

樽運河プラザ三番庫で、北前船についてやほかの地いきとの交流のようすを「北前船新聞」にまとめて発表しました。発表のあとは、小樽市内の北前船ゆか

りの地を視察。調査員たちはすっかり仲良くなりました。最後は船絵馬づくり、そして「共同宣言」の発表で締めくくりました。

船絵馬に思いをこめて

北前船
北海道こどもサミット

かいさい！

きた

ほ っ か い ど う

ま え ぶ ね

日本財団が推進する「海と

日本プロジェクト」の一環

として制作されました。

日本遺産認定！
「荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間

～北前船寄港地・船主集落～」

祝！
2017年4月
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北前船って
どんな船？
北前船って
どんな船？

物と文化を運んだ
海のデパート

日和山公園（山形県酒田市）の北前船模型

「北前船寄港地・船主集落」が
日本遺産に認定されました！

北前船の航路（コース）と今回の調査地

1672年に河村瑞賢によって開かれた東北・北陸と西日本を結んだ「西廻り航路」が

主流でした。それまで北陸や東北の産物は、敦賀や小浜（福井県）で陸揚げされ、

琵琶湖を通って京都や大阪に運ばれていましたが、積みかえる手間や馬・馬方にかか

る費用はばくだい。西廻り航路なら船で一気に大量の物が運べるようになりました。

河村瑞賢が江戸幕府からもらった報奨金は3000両、なんと今の3億円程度だったと

いわれています。

文化庁の平成29年度「日本遺産（Japan Heritage）」

に「荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間～北前

船寄港地・船主集落～」が認定されました！

祝！

人や物が集まって交

流があったから、寄港

地は独自の街づくり

で発てんしたんだよ。

※大阪から北海道への荷物を下り荷、北海道から大阪への荷物を上り荷といいました。

上り荷

大阪

敦賀

新潟

深浦

鰺ヶ沢

酒田
秋田

小樽

三国

下り荷

知っておきたい北前船
調査キーワード

北前船を大解剖
北前船にはエンジンはなく、帆と舵だけで動きます。

「北前船」は船の名前ではなく、船自体は「弁財船」を

中心に「北国船」などいくつかの船型がありました。

千石船で2500俵の米が積めました。今でいうと

150トンくらいです。

帆のたて筋1本が1反です。帆の反を数えること

で船の大きさがわかります。

積まれている小さな船は伝馬船といい、大きな弁財

船が近づけない岸と往復して荷物を運びました。

北前船の寄港地では多くの共通キーワードを発見しました。これ

らの言葉を覚えておくと、地いきのつながりが見えてきますよ。

どの地いきでこれらのキーワードが出てくるか探してみよう。

とくていの山の名前ではなく、

船乗りが天候や海路のようすを

見るために利用した港の近くに

ある丘や小さな山を指します。

各地に日和山といわれる山がそ

ん在しているんですね。

北前船で金庫のように使われていまし

た。外はじょうぶなケヤキでうるしが何

重にも塗られ、角を金具で覆うことでよ

り強度を高めています。盗難防止のた

めのしかけや遭難により、海中に投げ出

されても浮くように設計されています。

航海の安全を祈願して船主

や船頭が自船のすがたをえ

がいた絵馬。地元や寄港先

の神社・寺に奉納しました。博

物館や資料館でも展示して

いるところがあります。

福井県の足羽山でとれる青みが

かった石。屋しきや寺社の基礎

に使いました。また、船底に積ん

で船を安定させるためにも役立

ちました。今でも多くの寄港地

で目にすることができます。

一

二

三

四

五

日和山

船箪笥

船絵馬

笏谷石

北海道小樽市祝津の日和山 円覚寺（青森県深浦町）の船絵馬

岸名家（福井県坂井市三国町）の船箪笥 金刀比羅神社（秋田県秋田市）の笏谷石

知っておこう！もっと！

北前船の持ち主。五大北前船主は南越前河野

（福井県）の右近家、加賀（石川県）の広海家・大

家家・浜中家、越中岩瀬（富山県）の馬場家（※）。

【廻船問屋】（かいせんどんや）
各地の港を結んでさまざまな品物を

取引する船（廻船）を扱い、廻船が運

ぶ商品を手がけるお店のこと。

【豪商】（ごうしょう）
手広く商売をしてばくだいな利益を

得ている商人。北前船でもうけ豪商

になるケースも多くみられました。

江戸時代後期なら千石船１そうで約1000両、

今の約1億円でした。南越前河野の北前船主、

右近家は最盛期には30そうも船をもっていた

そうですよ。

1回の航海で1000両（約1億円）の利益が出た

といわれています。北前船の航海は1年に1回

が多く1年目で船の建設費、2年目で荷物の仕

入れ費、3年目から多くの利益を得られました。

●北前船を作るにはいくらかかる？ ●北前船ってもうかるの？ ●ニシンでおおもうけできたって本当？

北海道から多く運ばれたニシン。各地でニシンを食

べる風習が残っていますが多くはニシン粕という肥料

として綿花などの栽培に使われ爆発的にヒット！ 高い

ときには通常の7～8倍のねだんで売れたそうです。

【北前船主】（きたまえせんしゅ）

北前船のお金のハナシ北前船のお金のハナシマメ知識！
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　　今回の調査地の

ほかにもどんな寄港地

があったか調べよう！

※諸説あります。
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三国町（坂井市）
ちょうくにみ

南越前町
ちょうぜんえちみなみ

敦賀市

小浜市
お しばま

つる が し

く ず がわりゅう

さか い し

九頭竜川

昆布
福井県

春とともに北前船が
やってくる！

福井は上方・京都への海の玄関！

河野北前船主通り 三國神社

敦賀市立博物館

北前船がなかったら出汁文化はなかった！？ 派手なのは商人気質？三国祭

みくに龍翔館

4 3

三国の家の模型。川に面してい
るのは蔵で陸のほうが住まいと
なる細長い家だった。

三国湊を海から観察。エッセル堤と
いわれる立派な堤防があります。

おぼろ昆布をつくる「こんぶ
かき」に挑戦！ 意外と難しい。

右近家以外にも中村

家など北前船主の屋

しきが並ぶ。火事の

火を移さない壁の工

夫や、火よけのしゃち

ほこや若狭がわらな

どに興味をもったよ。

260年ほど前に始まったとされる三國神社のお祭

り。大きな武者人形が山車にのって町内をめぐり

ます。今は6.5メートルですが、昔はなんと12メー

トルもあったとか！ 商人の町らしく、派手さを競い

合っていたのでしょうか。

　

南
越
前
河
野
の
右
近
家
と
三
国

の
森
田
家
。
ど
ち
ら
も
北
前
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を
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ょ
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か
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が たか み きょう と か んげ ん

昭和2年に建てられ

た旧大和田銀行を利

用しているので中は

めずらしい昔のもの

がいっぱい。敦賀港の

ことがよくわかる展示

で勉強しよう！

オランダ人技術者エッ

セルが設計した龍翔小

学校を復元した洋風

の建物は町のシンボ

ル。北前船の模型を見

たり特別に船箪笥を持

ち上げたりしたよ。

北前船による海運で

豪商となった内田家

の号令で、社でんや境

内が作られたそうだ

よ。笏谷石がしきつめ

られていたのはその

せいかな？

右近家は越前の国府と敦賀を結ぶ中継地とし

て栄えた河野の船主。江戸おわり、右近家9代

目のころから北前船の発てんの波にのり、五大

北前船主の1つとなるほど大きくなりました。

ふつうは年1回の航海を1.5回、2回と船を

出してお金をかせいだ！

交通路の整備やお寺・神社の寄進など地元にこうけん！

北前船のすい退を感じとって海の事故のための

海上保険会社を作った！

武者人形の山車を出すのは地区ごとに担当します。
地区によって3年から8年ごとに分かれています。京都の高級料ていが「これでないと」という幻の昆布。29年間熟成されています。

敦賀にある老舗昆布店「奥井海生堂」で

は、京都の高級料ていや海外にも昆布を

おろしています。出汁文化は京都から、と

思われていますが、敦賀で加工された昆

布が運ばれなければ、京都の和食文化

も変わっていたかもしれませんね。

　敦賀・南越前と三国。同じ福井県で、ど

ちらも北前船の寄港地ですが街の特ち

ょうは少し違うようです。敦賀は北前船

より前から大阪、京都への荷が集まり、

近江商人への中継商いでにぎわってい

ました。南越前河野の北前船主、右近家

は敦賀に船をとめていたようです。今回

は右近家の足あとをたどり、南越前まで

足をのばしました。一方、三国は、九頭竜

川と竹田川という2つの川の河口にある

ため、江戸時代より前から水運で栄えた

地です。湊番付でも上位に位置し、豪商

は文化人とも交流し俳かいを楽しむな

ど、なんとも風情がある街でした。

ここがすごい！右近家
古い町並みが残る「三国湊きたまえ通り」。三

国湊の歴史がわかる資料館「マチノクラ」で北

前船の歴史を学んだら街に出てみましょう。

三国には豪商の夢があった！

敦賀でわらに包んでひと冬越した昆布が、熟成

されておいしくなった偶然が、敦賀独特の昆布

づくりに発てんしました。

1

2 2

わたしたちが

北前船で運んでいったもの

北前船が運んできたもの

●茶 ●木綿 ●ひな人形 など

●昆布　●ニシン類　●紅花 など

新聞

福井編

昆布のふるさと、敦賀！

北前船で運んでいったもの

北前船が運んできたもの

●米 ●菜種 ●笏谷石 など

●ニシン類 ●昆布 ●材木 など
なるほど

！

こども調査団

敦賀・
南越前

つる が

みなみえち ぜん

三国
み くに

右近家にも北前船の模型があります。

南越前河野の風景

三国の風景

三国敦賀・
南越前

敦賀・
南越前

三国

昆布職人が集まり、加工がさかんになりまし
た。手すきおぼろ昆布の生産量は日本一。

笏谷石は福井市の足羽山で採れる石でしたが

今はもう採掘されていないのでリサイクルして

大事に使っているそうです。

笏谷石はとてもきちょう

北海道、青森、秋田など多くの寄港地
で笏谷石を見つけることができました。

丘の上に立つ洋館は、景気が悪いと
きに村の働き口として建てたので「お
たすけ普請の館」と言われている。

森田家は廻船業を営んでいた豪商。
北前船のすい退をいちはやく感じと
り、明治中ごろに銀行業へ転かんを
して大成功しました。旧森田銀行本
店は、昭和のなかばまで実際に使わ
れていたというから驚きですね。

旧岸名家は北前船の時代、材木商を営んでいた豪商です。「かぐら
建て」という三国独特のつくりで、「しとみど」という戸が特ちょう的で
す。床は北前船が運んだ笏谷石で、船箪笥も展示されています。

母屋の屋根にはしゃちほこが。
火よけのおまじないだそう。福
井特産の若狭がわらです。

右近家の“ここがすごい”

2

1

3

1

ちょう さ だん

三国

三国敦賀・
南越前

三国

敦賀・
南越前

三国敦賀・
南越前

三国

三国

敦賀・
南越前

敦賀・
南越前

敦賀・
南越前

監修：外岡慎一郎  右近 恵  平野俊幸

調査したよ！
ぼくた

ち

こん ぶ しゃく だに いし

こん けう ゆめしょうごう

けんいふく

りゅうしょうかん

じんじゃくにみ

は でだし き しつ み くにまつり

もめん

べにばな

ふ く い

ぶ ねま えき た

へ ん

な たね

こう ちき

ちが

きょう とさかおおまえ

つぎなか あきなおう み

のこう

ずく りゅう

たけ だ がわがわ こうか

まぼろし せいじゅく

や  ましゃむ

きそ

あ

とうたん

きゅうおお わ だ

け や

なら

くかべ

ふう

きょう み

むらなか

しにせ おく い かいせいどう

え ど

みなと ばん づけ しょうごう

はい

ふ ぜい

しゃじゅつぎ

けいせっ

げんふく

も けい

けだうち

けい

だい

り
ょ
く

ざ
い

て
き

ほ
う

か
い

み
な
と

ほ
こ

てい

くら

ていぼうぱりっ

ちょうせん むずか

こ せいじゅく

ぐうぜん とくどく

しょくにん

ふこく ちけいちゅう

のこう どえ

きた せんまえ しゅ

やまわあす と

くつさい

ほっかいどう あおもり あき た ちこうき

まち な み くにみなと

し りょうかん

おか

きゅう

かいせんぎょうもり けた

たい

じめい

しょうわ じっさい

おどろ

きしな け

どくとく

いしだにしゃく ふな すだん てん じ

いとな

しんぶ

せいび きしん

たい じ こ

かい ほ けんじょう

おもや

さわか

福井



新潟市

各地の荷物を運ぶ役わりから、やがて自分た

ちで商売をする「買い積み船」の役わりをする

ようになってきたのが北前船の特ちょう。そう

なると「人びとはどういうものがほしいか？」

「いつ、どこで売ればもうかるか？」を考えるこ

とが重要です。商売のセンスをみがき、チャン

スをうかがって一かく千金をねらおうと、船乗

りたちは夢をえがいていたのかもしれません！

新潟県

商人たちが夢を追った湊

北前船は旅するデパート

金刀比羅神社（西厩島町） 旧小澤家住宅

金刀比羅神社（寄合町）

新潟の人びとは「加工」の天才！ こま犬がぐるぐる！？ 不思議な願かけにも注目！

湊稲荷神社

6 5

親子で作ったぬり
ばしは、世界に1つ
のきちょうなもの！

1日いっしょに過ごして、みんな仲
良しになったよ！

この神社には、江戸時代

に新しく船をつくった北前

船の船主たちが奉納した

模型が残されています。

新潟では「バイセン」とよ

ばれていた北前船の実物

に迫るすがたに注目！

湊稲荷神社に置かれているこま犬は、台座が動くめずらしいも

の。船主たちだけではなく、宿屋や料理屋など、新潟の街に少し

でも長くたい在してほしいと願う人々の信こうを

集めました。2体あるうち、右は男性、左は女性が

願い事をしながら回します。また金刀比羅神社に

は、願い事を書いた紙を麻ひもにはさんで足首を

しばり、願いがかなったら切る「足止め狛犬」も！

内陸の各地からやってきた木材を皿やはしなどに加工し、う

るしをぬって漆器として出荷したり、げたや箪笥などもたくさ

ん作りました。また、さとうがきちょ

うだった時に、お米を加工して作っ

た水あめやゆかり、そして水あめ

と白玉粉で作った白玉団子は甘

味として非常に人気を集めました。

　
『
日
本
最
大
級
の
大
き
さ
を
ほ

こ
る「
新
潟
湊
」は
な
ぜ
す
ご
い
？
』

を
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
新
潟

の
調
査
団
。先
生
方
の
お
話
を
熱

心
に
う
か
が
い
、北
前
船
に
ゆ
か

り
の
あ
る
場
所
を
歩
き
ま
し
た
。

さ
ら
に「
新
潟
漆
器
」づ
く
り
の
体

験
に
も
大
興
ふ
ん
！
木
を
丸
く

す
る
な
ど
の
加
工
技
術
が
新
潟
か

ら
各
地
へ
広
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
を

身
を
も
っ
て
体
験
で
き
ま
し
た
。

最
後
は
学
ん
だ
こ
と
を
か
べ
新
聞

に
ま
と
め
て
発
表
。ふ
る
さ
と
新

潟
の
歩
み
を
深
く
知
っ
た
一
日
と
な

り
ま
し
た
！

神楽を演じる「舞殿」が

あるこの神社では、かつ

て船がそうなんから救

われたようすをえがいた

「難船彫刻絵馬」が見ら

れます。足にひもが結ば

れているこま犬にも注目！

江戸時代に航海の無事を

いのる神社として建てら

れてから、海にたずさわる

人びとの信こうを集めて

きました。台座が回る「願

掛け高麗犬」が置かれて

いるのでも有名！

明治時代から廻船業をは

じめ、やがて積み荷で商売

をする「廻船問屋」として

財をなした小澤家。ほぼ当

時のままで残された家は、

美しい庭や広いざしきな

ど、見どころがたくさん。

江戸時代につくられた、全国にある港町の大

きさをランキング形式で並べた番付。その上位

には、しっかりと「新潟湊」の文字があります。

日本海を通って大阪へいたる航路にある新潟

湊にはたくさんの船が集まっていたのです。船

が集まるということは、人々の交流も活発にな

るということ。街はしだいに大きくなり、都市の

大きさをあらわした番付でも上位になりました。

北前船が通る場所で「港」と「都市」の両方が

番付上位だったのはここ新潟だけです。新潟は

北前船とともに発てんを続け、江戸時代の終わ

りには外国に向けて開かれた「開港五港」に選

ばれることになりました。

願掛け高麗犬足止め狛犬新潟漆器

※2つの大きな川を
使って長野や会津
とも活発な交流
がありました。

　まもなく開港150年を迎える新潟湊。

その成長には「買い積み船」のそん在が

ありました。自分が持っている船に商品を

積みこみ、それらを各地へ売り、さらに各

地で買い入れた商品を他の港へ運んで売

る─買い積み船の船乗りたちは、まさに

商人でした。かれらは新潟に立ち寄り、た

くさんの加工品を求めて街はどんどんに

ぎわい、芸術や文化が発達。さらにその品

物は信濃川や阿賀野川を伝って内陸部に

行きわたり、会津や長野にもえいきょうが

およびました。新潟湊は、商人たちが夢を

求めてやってきた地だったのです。

信濃川

阿賀野川

「港」も「街」も
全国トップクラスの大きさ！

「新潟湊」の特ちょうの1つは、入ってきたものを加工し

て他の地いきに出したこと。また新潟の米はまだ米作が

さかんでなかった北海道でよろこばれ、大阪でもよく売

れました。安くて良いものを集め、タイミングを見て高く

売る才能が、新潟の船乗りたちにはあったのです。

ほかの地いきとのかかわり

そんな夢をもった船乗りたちがたくさん集まっ

た新潟の街は、当然のことながら活気づいてい

きました。人口はどんどん増え、多くの船乗りた

ちが宿にとまって芸能を見たり、料ていで食事

を楽しむなど、文化が発達していったのです。

人口増加で商売はんじょう
北前船で港町は大にぎわい！

2

船乗りたちも楽しみながら商売！

3

わたしたちが

江戸時代につくられた全国の港町と都市の番付で
両方上位なのは長崎と新潟だけ！

●だ菓子　●米

●新潟漆器 など

●ニシン

●塩　●酒 など

監修：原 直史  杉山節子  斎藤栄路

新聞

なるほど
！

こども調査団

新潟編

ちょう さ だん

1

調査したよ！
ぼくた

ち

しがたにい

ほっかいどう

のうさい

さきなが にいがた

え ど

おおさかに ほん かい

みなとがたにい

けんがたにいがわのしな

あ が の がわ

みなと いなり じんじゃあいより ちょう

きゅう お ざわ け じゅうたくじゃじんらひとこ

じゃじんらひとこ

うまやじまちょうにし

がんいぬ

しが

がたにい しっ き

が たに い へ ん

お米

た よ

じゅつげい

がわのがあのしな がわ

い づあい なが の

どのまいかぐら

ちょう まえこくせんなん

のうほう

も けい

せま

どえ

がん

か こま いぬ

じめい かいせんぎょう

どん や

ざい

だ
い
こ
う

じ
ゅ
つ

ぎ

ざい

どあし こまいぬ

あさ

きしっ たんすしゅっか

しらたま こ だん ご

み ひじょう

かん

ざだい

げい のう

ふ

せんきんいっ

ゆめ

なごり

北前船で運んでいったもの

北前船が運んできたもの

ぶ ねま えき た

ゆめ

新潟

料ていや芸能が栄え、今でもその名残があります



本間家三代当主の光丘は、さまざまな事業で酒

田の街を発てんさせました。とくに人々を守るた

めの海岸ぞいに防砂林として黒松を植えたのは

有名で、黒松は北前船で運ばれたといいます。

山形県

米を届ける西廻り
航路が届けた文化

山居倉庫 日和山公園

紅花資料館

紅花にならんで高級品だった「あおそ」 京都の舞妓と酒田の舞娘

本間家旧本邸

8 7

紅花資料館では、紅
花染めを体験！
花笠音頭の笠にあ
る花は紅花です。

最上川舟運の船頭たちにルーツが
あるといわれている芋煮を試食。

米を集めて保管して

おくために明治26年

に建てられた倉庫に

は、保管のための工

夫がいっぱい。今でも

農業倉庫として使わ

れているよ。

　

今
回
の
調
査
で
は
、山
形
の
特

ち
ょ
う
と
し
て「
紅
花
」を
取
り
上

げ
ま
し
た
。河
北
町
に
は
、豪
商
も

あ
ら
わ
れ
た
と
い
う
ほ
ど
、北
前

船
が
積
ん
で
広
め
た
き
ち
ょ
う
な

品
で
し
た
。そ
ん
な
紅
花
と
交
か

ん
で
伝
わ
っ
た
も
の
。そ
れ
は
豪
商

た
ち
が
楽
し
ん
だ
み
や
び
な
文
化

で
す
。本
間
家
の
よ
う
な
豪
商
が

あ
ら
わ
れ
て
街
は
活
気
づ
き
、豊

か
な
文
化
が
は
ぐ
く
ま
れ
ま
し

た
。西
廻
り
航
路
は
、山
形
各
地
の

未
来
を
切
り
ひ
ら
き
、多
く
の
夢

を
も
た
ら
し
た
の
で
し
ょ
う
。

ば なべ に

調査したよ！

河北町で紅花富豪と

して栄えた堀米邸を

復元し、今では紅花の

資料がたくさん見ら

れる。7月ごろには庭

に紅花がさいてとて

もきれいだね。

酒田の舞妓さんは「酒田舞娘」と

いい、地元のおどりや唄など独自

のすがたで引きつがれています。

京都の舞妓さんとは帯の結び方

が違うそうですよ。

くきの皮のせんいをつむいで糸にしました。 江戸時代の料てい「相馬屋」を引きついだ「相馬樓」で舞娘さんのおどりを見学。

「あおそ」は糸の原材料

となる植物です。糸はほ

かの地いきで加工され、

奈良さらしなどの高級

織物として生まれ変わる

ことができました。

酒田の豪商、本間家の

屋しき。木材は北前船

で運んだそう。「本間

様にはおよびもせぬ

が、せめてなりたや殿

様に」とうたわれそん

けいされたんだ。

千石船を2分の１にし

た北前船の模型に乗

ることもできるよ。古

い洋式灯台もあって、

この丘から海を見て船

出の日を決めていたん

だね。

酒田の山居倉庫のそばにあるケヤキ並木は、

水分を吸ってくれて風よけの役割もはたして

います。また、「二重屋根」で風を通すことで、

米は乾燥したじょうたいで保管されました。

　山形県・庄内地方といえば米どころ。

江戸時代なかばに、幕府から城米（ねん

ぐ米）を送るように命じられた河村瑞賢

が「西廻り航路」を開いてから、酒田には

最上川を通じて県内各地から米が集め

られました。北前船のきょ点として栄え、

上方（大阪・京都）からの文化が運びこま

れた酒田湊には、はなやかな湊町文化

が花開き、俳かいや茶道などが教養とし

て流行しました。料てい文化が広まり、

そこに通ったのは領主や豪商、船主と

いった人たち。なんとも粋でにぎやかな

街だったのですね。

監修：山形県教育庁 文化財・生涯学習課

米を保管するための
山居倉庫のすごい！工夫

酒田は北前船に積まれた「船箪笥」の三大生産

地の1つです。ほかの地いきにも酒田で作られ

た船箪笥が残されているはず。今でも酒田には

1社だけ船箪笥を作る会社があるんですよ。

ほかの地いきとのかかわり

北前船と最上川が運んだ文化

2

酒田の豪商・本間家が
北前船で運んだ黒松

酒田湊を通じて上方と最上川流いきの各地いき

はつながっており、山形の紅花は「最上紅花」と

高く評価され全国生産量の約4割を占めました。

紅花商人たちが京から持ち帰った江戸時代の雛人

形が最上川流いきの街に今も多く残っています。

ぼくた
ち わたしたちが

二重屋根。２段積んだ石を置いて空気の通り道をつけました。
石は固定されていません。

●米　●紅もち（紅花）

●あおそ　など

北前船で運んでいったもの

北前船が運んできたもの

●木綿、着物　●雛人形　●塩、酒、油

●茶　●木材　●石（笏谷石）など

新聞

なるほど
！

こども調査団

山形編

紅花との交かんで運ばれた文化

3

お米

※日和山公園にある
　河村瑞賢像

酒田市

庄内平野

河北町

最上川

紅花資料館（河北町）にある「享保雛」。

紅花をつぶして乾燥、はっこうさせた
「紅もち」にすると軽いうえ2～3年は保存できます。

ケヤキは根を倉の下までのばして、水を吸ってくれています。

ちょう さ だん

1

さか た きなみ

わりやくす

かんそう

すだんふな

きょさん ふうく

がわもがみ

さか た みなと がたかみ

べに ばな

ぎょう

きょう ひなにんどえ

おかみつ

りんさぼう

べにばな しりょうかん びなほきょうか ほくちょう

だん

ぞんほ

まつくろ

しょうごう ま けほん

けんがたやま

た しさか

しょうないへい や

ちょうほくか

もがみ がわ

とど まわにし

やま がた けん ないしょう

ふばく じょうまいえ ど

かわ むら ずい けん

にし まわ

がたかみ おお さか きょう と

さか た みなと

はい

きゅうほん ほんていま けべにばな し りょうかん

ひより やまこうえんさんきょ

ふ ごうちょうか ほく

ていごめほり

ふくげん

じめい

く

ふう

かんほ

うんしゅう

にいも

ぞ

かさどおんがさはな

りょうしゅ ごう しょう

いき

まい こ まい こ

との

さま

せんごくぶね

けいも

おか

べに

もめん

いしだにしゃく

が たや ま へ ん

ゆ
め

の

や ろうまそう まそう

うた

な ら

おり もの

ぞうけんずいむらかわ

ひより やまこうえん

ぶ ねま えき た

山形



がわものお

土崎地区の神社や寺には北前船で運んだ石

が多く使われています。金刀比羅神社ではこま

犬や境内の石だたみに福井の笏谷石を発見！

由利本荘市

能代市

秋田市

雄物川 秋田県

春とともに北前船が
やってくる！

金刀比羅神社 あきた港ポートタワーセリオン

嶺梅院

「秋田風俗絵巻」のいきいきとした土崎湊

約200年前にえがかれた「秋

田風俗絵巻」には、大きな弁

財船や立ち並ぶ蔵、お祭りの

曳山や忙しく働く人や見張り

番など、当時のようすがイキ

イキとえがかれています。荻津勝孝がえがいた「秋田風俗絵巻」
（秋田県立博物館所蔵／一部拡大）

北海道からやってきたカスベ

興安寺・休寶寺

10 9

秋田臨港警察署の壁にえがかれた北前
船のタイル画とともにパチリ。

　

雄
物
川
の
川
舟
と
と
も
に
栄

え
た
土
崎
湊
。土
崎
地
区
は
太
平

洋
戦
争
の
空
し
ゅ
う
で
焼
け
て
し

ま
っ
た
た
め
、北
前
船
の
運
ん
だ
物

や
船
絵
馬
な
ど
の
形
あ
る
も
の
が

そ
れ
ほ
ど
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。で
す

が
、お
祭
り
な
ど
の
文
化
や
食
文

化
は
今
も
受
け
つ
が
れ
て
い
て
、

人
々
の
暮
ら
し
の
中
で
当
た
り
前

の
よ
う
に
存
ざ
い
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
こ
そ
、北
前
船
が
果
た
し
た

役
割
の
も
っ
と
も
大
切
な
部
分
だ

と
、調
査
団
の
み
ん
な
は
気
づ
い

た
は
ず
で
す
ね
。

調査発表では、「北前船が運んだ
もの」「北前船と土崎」など4つの
課題で壁新聞を作りました。

船乗りの神様、金刀比

羅神社では、ふだんは

見られない笏谷石で

できたこま犬などを見

られたよ。17世紀くら

いのものだといわれ

ています。

日本三大弁財天のひ

とつとよばれる弁財天

は、北前船で大阪から

運ばれてきたんだよ。

若狭の小浜（福井県）

から来た不動明王も

かっこよかったよ！

「越後屋」「加賀屋」など

豪商の屋号が書いて

あるお墓を見つける課

題に挑戦！土崎には、

北前船のいろいろな

寄港地の名前がつく

人が多いそうだよ。

1階では、「秋田港の

変遷」として、秋田港

の昔から今のようすを

かいせつしているよ。

『秋田風俗絵巻』は北

前船のころをえがいて

いるんだって。

「ハタハタ」は秋田の人が大好きな魚で、秋田

音頭の中でも唄われるほどの名物。北前船に

よる人々の交流の中で「ハタハタずし」の作り

方が北海道に伝わったとされています。
　土崎湊の歴史は古く、北前船がとうじ

ょうする前から秋田杉や米など秋田の特

産品を運び出すための、かなめの港でし

た。江戸時代になって西廻り航路が開か

れるとますます湊は栄え、雄物川流いき

の農産物が川船で土崎湊まで運ばれ、そ

こから北前船で各地に積み出されるよう

になりました。人が増え、街ができ、経済

は発てんしていきました。冬の終わりご

ろ大阪を出発した北前船は、3月～4月

ごろには土崎湊にとうちゃく。北前船は

まさしく春をよぶ船だったのです。

秋田名物！ハタハタずしは
北海道に伝わった！？

江戸時代なかばに始まった土崎神明社祭の曳

山行事は、北前船の船乗りたちがみこしを寄進

したことから始まったとされます。当時の曳山が

どんなだったか、見てみたいですね。

福井県敦賀市では「おぼろ昆布」の加工に使う秋

田産の包丁を「アキタ」とよぶそうです。北海道の

昆布が秋田の包丁を使って福井で加工される。お

もしろいつながりですね。

ほかの地いきとのかかわり

2

いろんなところで北前船が
運んだ石を見つけた！

3

わたしたちが

秋田三大囃子に数えられる「港ばやし」にのって大きな曳山が
ごうかいに土崎の街をねり歩きます。ユネスコ無形文化遺産に
も登録されました。

●米　●秋田杉

●大豆、小豆　など

北前船で運んでいったもの

北前船が運んできたもの

●木綿、古着　●塩、さとう

●鉄器　●石　など

監修：鐙 啓記

新聞

なるほど
！

こども調査団

秋田編

春を告げる北前船

ハタハタ

金刀比羅神社の笏谷石でできたこま犬。
普段は公開されていない、きちょうなすがたです。

右は嶺梅院のとうろう。島根の出雲石でできています。左は
金刀比羅神社の石だだみ。青みがかった笏谷石です。

秋田の郷土料理カスベ。海の魚のエイを干し

たものですが、カスベは北前船が北海道から

運んできたものなのです。土崎神明社の港ま

つりの日はカスベ料理で客をもてなしたため、

別名「カスベ祭り」ともよばれています。

甘辛い煮付けがおいしいカスベ。秋田からはハタハタ
ずし、北海道からカスベと食文化の交流がありました。

ハタハタ

カスベ

ちょう さ だん

1

調査したよ！
ぼくた

ち

画像掲載協力：国土交通省 東北地方整備局 秋田港湾事務所

土崎神明社祭の曳山行事と
北前船の関係は？

ふくいけんつる が し

え ど

き しん

みなとばやし いん いしばい もねれい いずしま

むけいぶんか い さん

おん ど うた

こん ぶ

つち ざき しん めい しゃ さい ひき やま ぎょう じ

ほっ かい どう

じんらひとこ じゃ

けいだい しゃくだにいしいふく

あき た けん

ざき みなとつち

まわにし

ものお がわ

ざいけいふ

あんこう じ じきゅうほう
ゆ り しほんじょう

の ししろ

みなとつち ざき

あき た すぎ

もめん

あずき

あ き た へ ん

ぶ
ね

か
わ

く

や
く
わ
り

あき た し

かべりんこうけいさつ しょ

に ほんさんだいべんざいてん

わか お いばまさ ふく けん

ふ どうみょうおう

えち がか ややご

ごうしょう

はか

ちょうせん

ちき こう

へん せん

ぞくふうたあき え まき

なら くらた

やまひき いそが

はぎ つ かつたか

ぞうしょ

に  つからあま

きょうど ほ

ぶ ねま えき た

秋田



白八幡宮は鰺ヶ沢を守る神としてまつられ、船

主や船頭から奉納された船絵馬が多く残って

います。江戸時代から明治時代にかけて船の

形が変わるようすがとても興味深いですね。

お米

鰺ヶ沢町

深浦町

行合崎

青森県

人があつまる風待ち港

風待ち港は文化の交差点

円覚寺（深浦町） 風待ち舘（深浦町）

白八幡宮（鰺ヶ沢町）

船絵馬は北前船の重要な記録 京文化を伝える「白八幡宮大祭」

神明宮トヨの水（深浦町）

12 11

鰺ヶ沢の「鯨餅」とク
ルミが入った浅虫の
「久慈良餅」。どちら
がおいしかった？

調査発表では、ちょんまげ奉納のおしばい
もとび出しました。

北前船の船乗りたち

から感謝をこめて奉

納された髷額や船絵

馬がたくさん。階段や

とうろうは、福井から

運ばれた笏谷石でで

きていたよ。

白八幡宮大祭は、京都の祇園まつり

が伝わったので「津軽の京祭り」と

もいわれます。北前船によって運ば

れた京文化でしたが、明治以降、京

風のお祭りは少なくなり、今では津

軽地方では鰺ヶ沢のみに受けつが

れているきちょうな文化です。

　

文
化
は
ど
う
伝
わ
る
の
で
し
ょ

う
？
そ
う
、人
々
の
行
き
来
に
よ
っ

て
、伝
わ
り
ま
す
。今
回
の
調
査
で
、

各
地
か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
っ
て

残
し
た
、い
ろ
ん
な
も
の
や
文
化

に
出
会
い
ま
し
た
。そ
し
て
最
後

は
食
文
化
を
調
査
！「
鯨
餅
」の

食
べ
比
べ
を
し
ま
し
た
。こ
れ
も
、

北
前
船
が
京
都
か
ら
運
ん
だ
食
文

化
の
1
つ
で
、北
前
船
が
な
か
っ
た

ら
、鯨
餅
も
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。北
前
船

と
い
う
船
が
か
つ
て
運
ん
だ
文
化

や
伝
統
は
、人
々
に
よ
っ
て
今
も

守
ら
れ
、伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

4年に1度おこなわれ

る「白八幡宮大祭」が

有名。洋式船などいろ

んな北前船がえがかれ

た船絵馬があって、と

ても興味がわいたよ。

北前船は深浦に着く

と、ほうふにわき出る

この水をくんで船に積

み込んだそうです。今

でも地元の人たちが

大切に使っているよ。

北前船の歴史と文化

を学べる。北前船のふ

くげん模型「深浦丸」

は700石積みの船の3

分の1の大きさで、長

さは7.5メートルという

大迫力！

深浦湊は、日本海の荒波のえいきょうを受け

ないおだやかな湾です。対馬海流にのれば、

いっきに北海道までいくことができたので、ここ

で船乗りたちは「風待ち」をしていたのです。

古式ゆかしいいしょうに身をつつん
だ行列も京都らしい。

船乗りのすがたなどいろんなところ
に注目して見てみよう。

船絵馬はただの絵画では

なく、船の大きさや乗組員

の数など、当時のようすが

くわしくえがきこまれた記

録でもあります。大阪には

船絵馬をえがく専門の絵師

がいたそうですよ。

※行合崎を北前船
が行き来した。

　青森の津軽海峡をこえれば、終着地

の北海道は目の前です。波風のあらい北

の海、大阪から北へ向かってきた北前船

は、おだやかな深浦湊でよい風を待って

いた。だから「風待ち港」とよばれていま

す。日和山にのぼり、船出のタイミングを

はかっていました。鰺ヶ沢湊には津軽平

野で作られた米があつまり、多くの蔵が

立ち並んで、とてもにぎやかだったので

す。円覚寺や白八幡宮に残るいろんな地

いきの人からの奉納物は、多くの人がこ

こで航海の無事を祈ったり、感謝したり

しながら過ごしたことを今に伝えます。

深浦湊は船出を
待つ「風待ち港」

船頭たちが、嵐にあったあと無事に帰ってこら

れた感謝をこめてちょんまげを切り、深浦にあ

る円覚寺に奉納したのが「髷額」です。円覚寺

には日本一髷額が多く残っています。

青森県は本州最後の寄港地です。日本中から人

があつまり、よい風を待って北海道まで一気に進

みました。だから、いろんな地いきの人からの船

絵馬、髷額などの奉納物が多く残っています。

2

白八幡宮の船絵馬を見れば
各時代の北前船がわかる！

3

わたしたちが

髷額には奉納した船乗りたちの名前や、
奉納した年月が書かれています。

●米　●木材　●わらむしろ

●大豆　など

●木綿、着物　●塩、酒、油

●石（笏谷石／福井県、みかげ石／瀬戸内海）など

監修：中田書矢

北前船で運んでいったもの

北前船が運んできたもの

新聞

青森編

円覚寺にある髷額は
感謝のしるしだった！

なるほど
！

こども調査団
ちょう さ だん

1

ほかの地いきとのかかわり

調査したよ！
ぼくた

ち

明治時代になると、帆が何枚もある和式と洋式を
組み合わせた船がとうじょうします。

く
じ
ら
も
ち

た

く
ら

かいほんに なみあら

つしまわん

ほう のう

ほっかい どう

ふか うら みなと

かん しゃ

がく じえん がくまげ

あじ さわが

え ど めい じ

みなとさわがあじ ず え ま こめぐら

ほ なんまい

しら はち まん ぐう

あじが さわまち

ふかうら まち

あお もり けん

かいがるつ きょう

かいほっ どう

おお さか

ひより やま

くら

こ しき

い こう

う

ときょう ぎ おん

しんめいぐう みず

しらはちまんぐうたいさい

だんかい

もんせん え し

のうほう

むしあさ

もちく じ ら

ゆき あいざき

も けい

ごく づ

だいはくりょく

もめん

いしだにしゃく ふくいけん いし かいないとせ

あ お も り へ ん

ぶ ねま えき た

青森

「鰺ヶ沢湊図絵馬」には３せきの大きな北前船や港の米蔵など、
江戸時代の鰺ヶ沢湊のようすがくわしくえがかれています。



北前船主たちは、じょうぶで安い「木骨石造」

という小樽の倉庫建ちく独特の方法で倉庫を建

てました。壁は北海道内でとれる軟石、屋根は

船の「おもり」だった若狭がわらを使いました。

ニシン

小樽市

函館市

松前町

北海道

北前船がめざした「商都」

北前船は幸せを運んだ宝船

小樽市総合博物館運河館 小樽運河倉庫群

祝津パノラマ展望台

巨万の富を！生活をささえたニシン漁 北前船主をささえた小樽運河の倉庫群

茨木家中出張番屋

14 13

調査発表会のあとは
親子で和菓子づくり。
ニシンが泳いでいる
ようす、わかりますか？

運河ぞいを歩いたり、船に乗って
小樽湾を体感したりと海を身近に
感じる1日でした。

北前船の模型や船箪

笥、ニシン漁などの資

料がたくさん。旧小樽

倉庫（明治23～27年）

を利用しているので

「木骨石造」の仕組み

がわかるよ。

明治の終りから北前船が衰退したあと

も、北前船主は倉庫業で時代を乗り切っ

てきました。壁の大きな

印は広告でもあり、北前

船主たちの商売センスが

光っています。

　

北
前
船
が
め
ざ
し
た
北
海
道
。

最
後
は
親
子
で
楽
し
く
和
菓
子
作

り
で
し
め
く
く
り
ま
し
た
。
実
は

小
樽
の
和
菓
子
店
は
ほ
と
ん
ど
が

北
陸
が
ル
ー
ツ
で
す
。そ
ん
な
つ
な

が
り
に
も
お
ど
ろ
き
で
す
。
北
海

道
の
ニ
シ
ン
粕（
ニ
シ
ン
で
作
っ
た

肥
料
）や
海
産
物
は
、大
阪
や
京
都

で
高
値
で
取
引
さ
れ
ま
し
た
。
反

対
に
、北
海
道
で
は
、米
や
日
用
品

は
北
前
船
が
運
ん
で
く
る
物
資
に

頼
る
し
か
な
く
、こ
ち
ら
で
も
飛
ぶ

よ
う
に
売
れ
た
そ
う
で
す
。
ま
さ

し
く
、北
前
船
は
宝
の
船
と
い
っ
た

わ
け
で
す
ね
。

小樽港に入る重要な

目印だった日和山。灯

台は明治16年に設置

された。入りくんだ地

形で強風がさえぎら

れ、小樽港はおだや

かだったんだね。

祝津の親方・茨木家が

漁夫の住宅として建て

た「ニシン漁場建築」。

多くの漁夫が寝泊りし

た大部屋では、ニシン

漁で栄えていた頃のよ

うすが目に浮んだよ。

小樽港に運ばれてきた

商品を保管・取引する

ために明治のなかばに

運河沿いに多くの倉庫

が建てられた。「旧右

近倉庫」など立派な建

物が残っているよ。

米と一緒に運ばれてきた稲わらは、縄や笠な

どの日用品や建ちく資材、家ちくのえさなどに

使われました。稲が育たなかった北海道では

米と同じくらい大切にされていたそうです。

明治時代の小樽倉庫（小樽市総合博物館蔵）鰊盛業屏風（小樽市総合博物館蔵） 旧大家倉庫「やましち」の印

北海道にはニシン漁で得た富で建てられた「鰊御殿」が残っていま

す。肥料として、食べ

物として運ばれたニシ

ン。北陸や関西など、

多くの地いきでいまで

もニシンを食べる食文

化が根付いています。

※江戸時代の末期
までは道南までし
か港での交易が
みとめられていま
せん でした。

　石狩湾に面した小樽港。春に大阪を

出発した北前船は、2ヶ月かけてこの北

海道をめざしたのです。明治時代、開拓

により人口が急増した北海道では、米な

どの食料品や衣服などの日用品を、すべ

て北前船でまかなうようになり、「小樽に

陸揚げしたものは何でも売れる」との評

判をよびました。明治から大正にかけて

小樽は「商都」として発てんし、倉庫の前

には運河、街には銀行が立ち並び、今で

もその頃のようすを思わせる建物が残り

ます。北前船は、西からの荷物を北海道で

売りさばき、あらたに海産物を積んで夏

には大阪に向けて出航したのでした。

江差町

北前船で運ばれてくる
“稲わら”がきちょうだった！

北前船はエンジンがなく帆で風を受けて進み

ます。向かい風のときは帆を45度にかたむけ

ながら後ろの舵でジグザグに進めました。舵

が大きいのはこのためです。

北海道から大阪まで２ヶ月間。くさりやすい海

産物を乾燥・塩づけにするなど工夫しておいし

い海の幸を他の地いきに届けました。ニシンや

昆布などを北前船が各地に運んだのです。

船箪笥は、佐渡（新潟）・酒田（山形）・三国（福

井）の日本海側が三大産地です。じょうぶで水

も入りにくいので、船が沈みそうなときに海に

投げ入れ大事な証文を守ったそうです。

船箪笥の産地とその工夫とは？

4

2

安くてごうかな倉庫を
作った北前船主の知恵

3

わたしたちが

小樽市総合博物館運河館には北前船の模型と
実際の帆が展示されています。

北前船で運んでいったもの

北前船が運んできたもの

●ニシン ●あわび ●昆布 

●数の子、干しサケ、タラなどの塩漬け

●米、稲わら

●若狭がわら など

監修：土屋周三  高野宏康

新聞

北海道編

北前船が向かい風でも
進める工夫があった！

なるほど
！

こども調査団
ちょう さ だん

1

ほかの地いきとのかかわり

調査したよ！
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北海道

「旧小樽倉庫」の一部を利用した運河館。屋根の
しゃちほこが目立っています。（小樽市総合博物館蔵）
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